
 

 

 

学校長 田 潤子 
 
 
和歌山もいよいよ梅雨入りしました。これからは雨の日が多くなります。田んぼに用水路から水が入り水

田が広がって、米作りをされている地域の方々にとって、忙しくなる時期を迎えました。和佐地区の風景は、
四季の変化を贅沢に感じることができ、子ども達の心の安定に繋がっていくものだと思います。 

秋には、和佐の地域の方々が愛情を込めてお世話をした稲が、たくさん実りますよう願っています。 
用水路の水位がかなり高いところまで来て、流れも速くなっています。地域の皆様も子どもたちが水の事

故に遭わないようにと心配してくださったり、見守ってくださったりしています。学校でも学年に合わせ、用水
路をのぞき込んだり、すぐ近くまで行ったりしないよう指導をしています。お家でもお話しいただけるとありが
たいです。 
 
 
 

優しい思い 
いっぱいに！ 

 
 

先日より、児童会が主体となって、「はがきを送る楽しさを知ってほしい」というめあてで、「和佐郵便局」
を開設してくれています。いくつかの約束の中に、「お友だちの悪口は、絶対書かないこと」「もらってうれし
い手紙にする」を入れてくれています。そして、職員室前に置かれたポストには、たくさんのお友達が、手紙
を入れてくれています。どの手紙も、児童会の約束をしっかり守った、やさしい内容です。 

めあての、「はがきを送る楽しさを知ってほしい。」というほかにも、「もらってうれしい手紙」という意識を
持って書いているため、相手の気持ちに寄り添うことの経験にもなっています。もらった人の笑顔が見えてき
そうです。 

また、職員室前の掲示板には、掲示委員会が計画をしてくれた、「ありがとうの木」が貼られています。そ
こには、お友達やお家の方、そして先生にも「ありがとう」のメッセージが書かれている、「ありがとう」の実
が実っています。 

廊下でメッセージを書いている児童を見かけましたが、みんな穏やかで素敵な表情です。 
言葉にすると、照れくさくて言えないことも、文字で書くと伝えられるものです。そして、手書きの手紙やカ

ードを見ると、ほっと心が和みます。 
「和佐郵便局」や「ありがとうの木」は、書いてもらった人はもちろん、書いている人まで、優しい温かい気

持ちになる、素敵な取組です。 
どちらの取組も子どもたちが主体となって、和佐小学校の子どもたちが、優しい気持ちで過ごせるよう考

えてくれていて、本当にうれしいです。 
 
 
 

ほんわか心が温かくなる取組、 

ありがとう  
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